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の
人
、
心
臓
・
腎
臓
な
ど
の
病
気
の
人
、

糖
尿
病
や
免
疫
不
全
状
態
の
人
な
ど
も
、

重
症
化
し
た
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
き

っ
か
け
で
持
病
が
悪
化
し
た
り
す
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
早
め
に
受
診
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

①
感
染
経
路
を
断
つ
…
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

を
防
ぐ
た
め
、
人
ご
み
を
さ
け
、
う
が

い
・
手
洗
い
の
実
行
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

室
内
の
換
気
な
ど
を
行
う
。

②
抵
抗
力
を
つ
け
る
…
三
食
き
ち
ん
と
食

べ
、
十
分
な
睡
眠
を
と
り
、
適
度
な
運

動
を
す
る
。

③
免
疫
を
つ
け
る
…
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予

防
接
種
を
受
け
る
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
以
外
の
か
ぜ
に
は
効
果
が
あ

り
ま
せ
ん
。
か
ぜ
の
予
防
に
は
３
原
則
の

①
②
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

と
に
か
く
早
め
に
治
療
す
る
こ
と
。
急

に
熱
が
出
て
、
全
身
症
状
が
あ
る
場
合
に

は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
で
受
診
し
、
安
静

に
し
て
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
特
に
睡

眠
を
十
分
に
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
発
病
時
に
は
、
周
囲
の
人
に
う
つ
さ

な
い
よ
う
配
慮
を
忘
れ
ず
に
。

※
注
意
…
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
市
販
の
か

ぜ
薬
や
抗
生
物
質
で
は
治
り
ま
せ
ん
。

市
販
の
か
ぜ
薬
は
、
熱
・
せ
き
・
鼻
水

な
ど
の
症
状
を
抑
え
る
も
の
で
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
直
接
効
く
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
抗
生
物
質
は
細
菌
に
効
果

の
あ
る
薬
で
、
ウ
イ
ル
ス
に
は
効
き
ま
せ

ん
。

知
っ
て
防
ご
う
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

12
月
か
ら
３
月
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
す
で
に
予
防
接

種
を
受
け
ら
れ
た
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
、
抵
抗
力
の

弱
い
高
齢
者
や
幼

児
に
は
、
命
に
か

か
わ
る
感
染
症
で

す
。
正
し
い
知
識

で
、
し
っ
か
り
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
か

ぜ
症
候
群
」
の
一
つ
で
す
が
、
症
状
の
重

さ
や
爆
発
的
な
流
行
を
お
こ
す
こ
と
か
ら
、

他
の
か
ぜ
と
は
分
け
て
扱
わ
れ
ま
す
。

特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、

普
通
の
か
ぜ
と
同
様
に
、
子
ど
も
・
高
齢

者
・
妊
産
婦
で
す
。
ま
た
、
慢
性
肺
疾
患

インフルエンザ カ　　　　ゼ

発　　症 急激に高熱が出る 徐々に

主な症状
38度以上の高熱、
筋肉痛や関節痛な
どの全身症状

鼻水・鼻づまり・
咳・くしゃみ・
のどの痛み

そ の 他

潜伏期間

のどの痛み・鼻水
頭痛・寒気・発熱
（37～38度）

１～２日 ２～３日

『元気歯
は

つらつコンクール』の応募について

～皆さまからのご応募お待ちしております！～

～80歳で20本以上の歯をたもっている方大募集！～
◆日　　時　平成17年12月14日（水）

10：00～11：00
※参加人数によって日時の変更あり

◆場　　所　愛媛県今治保健所（１次審査）
愛媛県今治市旭町1－4－９

◆応募締切　12月7日（水）
◆問合せ先　愛媛県今治保健所健康増進課

健康づくり推進係
TEL 0898－23－2500（内線294）

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
か
ぜ
の
違
い

■
予
防
の
３
原
則

■
か
か
っ
た
か
な
…
と
思
っ
た
ら
？
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近
年
、
高
齢
者
が
家
族
な
ど
か
ら
暴
力

を
受
け
る
な
ど
の
「
高
齢
者
虐
待
」
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待
…
暴
力
を
ふ
る
う
。
体
を

束
縛
し
た
り
、
外
部
と
の
接
触
を
断
つ

②
性
的
虐
待
…
性
的
な
嫌
が
ら
せ
や
強
要

③
心
理
的
虐
待
…
言
葉
に
よ
っ
て
脅
迫
、

侮
辱
し
た
り
無
視
す
る

④
経
済
的
虐
待
…
年
金
な
ど
の
現
金
を
取

り
上
げ
た
り
、
財
産
を
勝
手
に
処
分
す
る

⑤
世
話
の
放
棄
・
放
任
…
必
要
な
介
護
や

世
話
を
し
な
い

虐
待
は
高
齢
者
の
人
権
を
侵
す
だ
け
で

な
く
、
と
き
に
は
犯
罪
に
な
り
ま
す
。
自

分
の
周
り
で
「
虐
待
？
」
と
思
わ
れ
る
こ

在宅介護支援センターだより
在宅介護支援センターは、地域の高齢

者や介護する家族が安心して暮らせるこ
とを目的に、保健師や介護福祉士が常時
相談に応じています。

■弓　削　7 7－ 3 6 9 8
■生　名　7 4 － 0 9 2 1
■岩　城　7 4 － 0 7 5 5

と
が
あ
っ
た
り
、
辛
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら

一
人
で
悩
ん
だ
り
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
下
さ

い
。認

知
症
は
脳
の
障
害
が
原
因
と
な
っ
て

発
症
し
ま
す
。
脳
は
、
身
体
と
同
じ
よ
う

に
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
老
化
し
、

障
害
を
起
こ
し
易
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

20
歳
す
ぎ
か
ら
、
脳
自
体
は
老
化
を
始
め

る
の
で
、
意
識
し
て
、
脳
を
鍛
え
る
こ
と

が
認
知
症
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

①
簡
単
な
計
算

複
雑
な
計
算
は
、
脳
の
一
点
を
働
か
せ

る
こ
と
で
、
深
い
思
考
に
入
る
た
め
、
脳

全
体
を
働
か
せ
る
の
に
は
好
ま
し
く
な
く
、

脳
全
体
を
活
発
に
動
か
そ
う
と
し
た
ら
、

簡
単
な
計
算
を
す
る
の
が
よ
い
。
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
て
、
繰
り
返
し
計
算
す
る
と
よ

り
効
果
的
で
す
。

②
音
　
読

黙
読
で
は
、
脳
の
一
部
し
か
働
き
ま
せ

ん
。
音
読
を
す
る
と
、
見
る
、
声
を
だ
す
、

そ
し
て
、
耳
で
確
か
め
な
が
ら
脳
が
活
発

に
働
き
ま
す
。

③
書
　
く

現
代
社
会
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
等
を
使
う

方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
、

脳
は
一
部
し
か
働
き
ま
せ
ん
。
文
字
全
体

を
思
い
浮
か
べ
て
、
文
字
の
書
き
順
や
、

バ
ラ
ン
ス
等
を
考
え
な
が
ら
文
章
を
書
く

こ
と
が
脳
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。

④
料
理
を
つ
く
る

料
理
の
仕
上
が
り
を
想
像
し
な
が
ら
、

材
料
を
切
る
、
煮
る
、
味
付
け
を
す
る
等

脳
の
全
体
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
会
　
話

人
と
人
と
の
会
話
は
、
考
え
な
が
ら
、

声
に
出
し
、
や
り
と
り
す
る
こ
と
で
、
脳

を
活
性
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
こ
の
ほ
か
に
も
、
脳
を
活
性
化
す
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
工
夫
し
て
、

脳
を
鍛
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

介
護
者
家
族
交
流

（
元
気
回
復
）会
開
催

10
月
７
日
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
介
護
者
家
族
交
流
（
元
気
回
復
）

会
で
、
倉
敷
市
の
美
観
地
区
へ
日
帰
り
旅

行
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
と
な
り
ま

し
た
が
、
参
加
し

た
13
名
の
方
は
、

日
頃
、
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
介

護
者
同
士
の
交
流

が
で
き
、
ま
た
介

護
か
ら
一
時
的
に

解
放
さ
れ
、
心
身

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
図
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

老齢基礎年金は、20歳から60歳までの
40年間保険料を納付して、65歳から年間
794,500円（満額）が一生涯受けられます。
ただし、未納期間があると、その分は

満額の年金から減額されてしまいます。
減額は一生涯続きます。
また、未納期間があることによって、

万が一のときの障害基礎年金・遺族基礎
年金を受けることができないこともあり
ます。
保険料は翌月末までにきちんと納めま

しょう。
年末が近づいてきました。納め忘れが

ないか今一度ご確認ください。

◆今治社会保険事務所◆
今治市別宮町6―4―5

TEL 0898―32―7353蜷7354（国民年金係）

保険料の納め忘れはありませんか




